
 夢・目標をもち瞳かがやく平川っ子の育成        
 

 

 

 

 

NO15 １１月６日号 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

愛が溢れた、学習発表会Ⅱ「文化の部」 通称“アチカル”  
１０月２４日（土）に「ひらく」をテーマに標記学習発表会を、

開催しました。新型コロナウイルス感染症防止対策として、合唱コ

ンクールの演奏者はマウスシールドを着用、体育館への入場は合唱

の該当学年の生徒と保護者のみ、地域ブースや展示見学は学年ごと

に行いました。保護者、地域の皆様、ご理解とご協力ありがとうご

ざいました。 

さて、合唱コンクールは、飛沫感染防止のため、普段はマスク

を着用しての練習を強いられ、十分な練習ができない中でした

が、高い意識の中で熱心に練習し、すばらしいハーモニーを奏で

ました。また、今年度は、中高連携の一環として、西京高校の音

楽科の先生を外部審査員としてお招きしました。コンクール後に

は、「言葉を大切に」「弱い音も喉を閉めずに響かすように」など、専門的な助言をいた

だきました。来年は、今年以上の歌声が響くのではないかと今から期待しています。 

各学年のフロアには数多くの展示物がありました。地域学習の

一環として「ふるさと山口新聞」を作成した１年生。「未来を拓

く」をテーマに様々な表現に挑戦した２年生。自己の個性を追求

した３年生など各学年とも、例年以上の完

成度となり、見るものを惹きつけました。 

地域ブースは、地域の方を講師としてお招きし、「押し花」「お

ばちゃんのビックリおもちゃ！」「竹とんぼつくり」「消防車に乗

ってみた」「防災クイズに挑戦」「ヘアメイク」を開催し、例年以

上の充実ぶりで地域に開かれた教育活動がさらに推進されました。 

“アチカル”を締めくくる吹奏楽部の演奏は、感染防止対策

として、校舎の中庭「プラザ」で開催しました。１階、２階、

３階から生徒や保護者の方が見つめ、まるでコンサートホール

のような中、温かい手拍子や拍手、アンコールの声が響き、本

校の一体感、そして“愛”を強く感じた瞬間となりました。 

セ・リーグは読売巨人、パ・リーグはソフトバンクホークスの優勝が決定した日本プ

ロ野球。新型コロナウイルス感染症により、開幕が約２か月遅れ、短いスケジュールの

中で、例年とほぼ変わらない試合数をこなすというハードな戦いの中で優勝した両チー

ムの戦いは見事としか言いようがありませんでした。両チームに共通した点は、「選手

が共通した目的の下でしっかりとした準備をしたこと」「監督が戦略をもち、それを徹

底したこと」ではないかと、私は思います。 
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思春期子育て体験「中学生とあそぼう」 

１０月２７日（火）～３０日（金）の４日間、３年生を対

象とした「思春期子育て体験」を実施しました。生徒は、初

めおっかなびっくり子どもたちに近づいていましたが、１時

間も経つ頃にはすっかりなじみ、一緒に遊んでいました。   

各クラス１日２時間の体験と短い時間でしたが、子どもと

遊びながら、保護者の方々と話をする中で、子育ての苦労話

を聞き、自分の親に対して改めて感

謝の心を持っていたようでした。 

ご協力いただいた「ひらひらの

会」の皆さま、大変ありがとうござ

いました。 

 

 

人権講演会「チャレンジド・スポーツ」 
１０月２８日（水）、２０００年に開催されたシドニーパラ

リンピックに車いす陸上競技に出場され、現在、山口県障害者

スポーツ協会の会長である藤田英二さんをお招きし、講演会を

開催しました。藤田さんは、１９９６年のパラリンピック出場

を逃した後一旦は引退しようと考えたけれど、自分の心が納得

せず、必死に努力し、パラリンピックに出場した経験から、「諦めない心が重要なこと」

や「オリンピックは自分の限界に挑戦すること。パラリンピックは、自分の可能性に挑戦

すること」などを伝えられました。 

生徒の感想の一部をご紹介します。 

〇『チャレンジド』という言葉の意味が『神様から選ばれ

た試練を受ける人』と聞いて、私の中で障害者の方への

意識が変わった。障害を持っている人も私たちと同じだ。 

〇パラリンピックの映像を見ているとき、不自由さを感じ

させないパフォーマンスに感動していました。でも、講

演会を聞いて何年もの努力があったと思うと感動しま

す。 

〇今の私たちの心に響く力強い言葉『自分の限界に挑戦、自分の可能性に挑戦』その言

葉だけで背中が押された。ちょっとでも勉強を伸ばす力強い魔法の言葉。この２つの

言葉を忘れることなく、社会人になっても少しずつ何かに挑戦していこうと思います。 

 

ＰＴＡ理事会開催 

１０月２９日（木）ＰＴＡ会長、副会長、各部の部長、副部長等の出席により、今年度

第１回の理事会を開催しました。学校からの現状報告の後、各部会からの中間事業報告や

中間決算報告があり、すべて承認されました。コロナ禍の状況下で十分な活動ができてい

ませんが、今後ともＰＴＡ活動にご協力いただきますようお願いします。 


